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中学校技術分野の学習を考慮した小学校の理科における

「電気の利用」の授業実践

－ e-ラーニングを使用した学習指導について－

（技術教育講座）森慎之助, 大西義浩
（松山市立素鵞小学校）出山利昭

（愛媛大学教育学部附属中学校）斧 純司

Teaching Practice of“Use of Electric”in Science of Elementary School
take account of Technology Class of Junior High School
－Methods and Technics of Instruction using e-Learning－

Shinnosuke MORI , Yoshihiro OHNISHI, Toshiaki DEYAMA
and Jyunji ONO

（平成 26年 6月 16日受理）

抄録：中学校技術分野と小学校 6 年生理科の各教科書に電気・エネルギー・風力発電という共通の語句が使用されて

いる。また、ＩＣＴの導入も推進されており、とくにタブレットを使用した授業は主流となると考える。そこで、中学

校技術分野の学習内容を考慮し小学校理科・電気の利用の学習においてタブレットを使用し、ｅラーニングを活用した

授業実践を行い、その効果について検討した。その結果、児童にはタブレットを使用するｅラーニングについて動画が

有効であることがわかった。また、中学校技術分野の学習の一部分について興味・関心を持たせることができた。

キーワード：技術分野（Technology Class），小学校(Elementary School)，理科（Science），電気の利用(Use of

Electric), eラーニング(e-Learning)，タブレット(Tablet)

１．はじめに

小学校学習指導要領解説 理科編１）の電気の利用に関

する学習指導には「生活に見られる電気の利用について

興味・関心をもって追究する活動を通して、電気の性質

や働きについて推論する能力を育てるとともに、それら

についての理解を図り、電気はつくったり蓄えたり変換

したりできるという見方や考え方をもつことができるよ

うにすることがねらいである。」と記述している。

また、中学校学習指導要領解説 技術・家庭編２）の技

術分野のエネルギー変換に関する技術の学習指導におい

て「エネルギー変換に関する技術の進展が，社会生活や

家庭生活を大きく変化させてきた状況とともに，新エネ

ルギー技術や省エネルギー技術など，エネルギー変換に

関する技術が自然環境の保全等に大きく貢献しているこ
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とについて理解させるよう配慮する。」と記述されてい

る。これらの学習指導要領の内容を踏まえ、この２つの

科目の教科書に示されている共通の題材例の一つとして

風力発電が取り上げられている３，４)。この題材を利用す

れば、小学校から中学校への系統的な学習が可能である

と考える。

一方、文部科学省は教科指導におけるＩＣＴ活用を推

進しており、学習指導要領の総則において、教師がコン

ピュータや情報ネットワークなどの「これらの情報手段

に加え視聴覚教材や教育機器など教材・教具の適切な活

用を図ること」と記述している。また、ＩＣＴ活用によ

り「関心・意欲・態度」の観点に効果があり、かつ、

「知識・理解」や「技能・表現」にも影響があることを

認めている 5)。現在、全国の小中学校の各教科でＩＣＴ

を使用する授業実践が行われており、その教育効果など

のデータが蓄積されている段階である。ＩＣＴに使用す

る機材は、電子黒板・プロジェクター・タブレットが主

流となっている。この中でタブレットが、これからさら

に活用が多くなると思われる。

愛媛大学教育学部附属小学校では、タブレット

（iPad）を算数、社会や英語での授業で使用している

が、理科の授業ではこれまで使用したことはない。そこ

で、中学校技術分野の学習内容を考慮し小学校理科・電

気の利用の学習においてタブレットを使用し、ｅラーニ

ングを活用した授業実践を行い、その効果について検討

した。

２．使用教材

使用した風力発電の教材を図１に示す。

図１ 風力発電の実験モデル

小学校理科や技術分野の教科書には、ペットボトルを

モーターに直付けをして発電実験を行わせる図が提示さ

れている。これでは、発電量の値が低くＬＥＤを光らせ

るまでの電流値が得られない。そこで、ギヤを入れるこ

とで発電量を増加させる工夫を行った。また、これによ

り実際の風力発電のモデルに近づいたと考える。風車に

はペットボトルを使用した。児童らはペットボトルから

風車を作製し、発電実験・変換実験・蓄電実験を行うも

のである。図２に電気自動車のモデルを示す。これは、

電気を貯めるための例としてコンデンサを使用し、それ

をモーターにつないで自動車を走らせることで、児童ら

に生活の中の技術がいかされていることを理解させるた

めである。

図２ 電気自動車のモデル

３．授業実践

授業実践は愛媛大学教育学部付属小学校の６年生３ク

ラス 113 名を対象に行った。授業は理科の単元「電気

の利用」で、授業時数は５時間である。実施時期は平成

25 年 11 月～ 12 月である。授業の流れを表１に示す。

また、学習指導案を表２～５に示す。１時間目は６年生

３クラスの一斉授業を行った。２時間目以降は、各クラ

スで４人または３名の小集団学習の構成で授業を行った。

表１ 授業の流れ

授業の内容 時数

風力発電について知る １

風車の作製と実験により電気を作る ２

電気が何のエネルギーに変換されるか １

知る

電気を貯める技術と中学校技術分野の関連 １

について知る
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表２ １時間目の授業指導案

学習活動 予想される子どもの意識の流れ ○指導上の留意点

これまで電気についてどんなことを学んできただろう。

日常生活で使っている電気は
どのようにしてつくられているのだろう。

次時から実際に電気をつくるために、
その方法について学ぼう。

タービンを回すと発電でき、次時から実際に発電機をつくる。

電池に豆電球を
つなぐと明かり
がついた。

モ ー タ ー を
使ってプロペ
ラを回した。

電磁石に電流
を流すと磁石
になった。

水力発電や火力
発電、風力発電
がある。

タービンを回
すと電気がで
きる。

発電所でつくら
れた電気が家に
送られている。

ペットボトルでも
モーターを使えば
発電できる。

プロペラの作り
方次第で発電で
きる量が変わ
る。

どうすればたく
さん発電できる
か 考 え て お こ
う。

１．電気につい

ての既習事項に

つ い て 振 り 返

る。

２．電気がどの

ようにしてつく

られているかに

ついて知る。

３．実際に電気

をつくる方法に

ついて学ぶ。

４．本時のまと

め と 次 時 の 確

認。

○既習事項について復習

をして、電気についての

興味を持たせる。

○タービンを回すと発電

できるという共通認識を

持たせる。

○視聴覚教材を用いて作

成方法について視覚的に

理解させる。

○次時から行うプロペラ

作成に意欲的に取り組め

るようにする。

表３ ２・３時間目の授業指導案

学習活動 予想される子どもの意識の流れ ○指導上の留意点

どうすれば発電できただろう

実際にペットボトルでプロペラをつくって計測していこう。

班や全体で実験データをもとに考察しよう。

発電量はプロペラの長さや枚数、形など様々なものが影響する。

タービンを回
すと電気がで
きる。

モーターの軸
を回すと発電
できる。

今回はペット
ボトルを使っ
て発電する。

羽根をひねると
プロペラがよく
回りそう。

最初に羽根が長
いのを測って
徐々に短くしよ
う。

データを効率よ
く集めるために
班で役割を決め
てやろう。

羽根が短い方が回
ると思ったけど、
風を受ける量が少
なく回らない。

羽根の枚数に
よってよく回
る 長 さ も 変
わってくる。

羽根の長さは短
すぎても長すぎ
てもだめ。

１．前時につい
て振り返る。

２．効率が良い
プロペラの長さ
や枚数について
考える

３．計測をもと
に考察をする。

４．本時のまと

め

○前時について復習をし
て、本時に意欲的に取り
組めるようにする。

○子どもによく回るプロ
ペラの長さと枚数を考え
させる。

○自分が作りたいプロペ
ラに合わせたペットボト
ルを用いるようにする。

○班で別のものを作り
様々なデータを集められ
るように指導する。
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表４ ４時間目の授業指導案

学習活動 予想される子どもの意識の流れ ○指導上の留意点

効率の良いプロペラを作成し、発電量を比べてみよう。

発電させた電気を使用してみよう。

電気はつくり続けなければならない。

プロペラをね
じ る と い い
よ。

プロペラの枚
数は何枚がい
いのかな。

プロペラの形
も大事だね。

プロペラの回転
が遅くなった。

発電した電気
が使われてい
るんじゃない
かな。

発電した電気が
仕事をしている
よ。

１．学習内容を
確認する。

２．プロペラを
作成し、発電量
を計測する。

３．モーター部
にＬＥＤまたは
もう一つのモー
ターにつなぐ。

４．本時の学習
についてまとめ
る。

○いろいろな形のプロペ
ラを作成し、効率の良い
プロペラをみつけさせ
る。

○プロペラの回転が遅く
なり、仕事をしているこ
とを理解させる。

○電気はつくりっぱなし

であることを理解させ、

どうすれば電気をためる

ことができるのか考えさ

せる。

表５ ５時間目の授業指導案

学習活動 予想される子どもの意識の流れ ○指導上の留意点

蓄電方法について考えよう。

コンデンサを使って電気自動車を走らせよう。

電気はつくりだしたり蓄えたりすることができ、
光や運動に変えることができる。

どうすれば電気を
ためることができ
るのだろう。

コンデンサ
をつかえば
いいね。

プロペラの形
も大事だね。

車が走ったよ。
ちゃんと電気
がたまってい
たんだね。

電気がいっぱい
たまっていた車
の方がよく走る
よ。

１．学習内容を

確認する。

２．蓄電方法に

ついて知る。

３．蓄電した電

気を利用する。

４．本時の学習

についてまとめ

る。

○蓄電するためにはコン

デンサがあることを理解

させる。

○中学校技術分野でエネ

ルギー変換に関する学習

があることを理解させ

る。

エネルギー学習は継続的

に行うことが重要である

ことを理解させる。
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４．ｅラーニング教材について

風車の作製と実験に関する授業内容について、ｅラー

ニング教材の作成と使用環境を整備した。作成したｅ

ラーニング教材について説明する。図３および図４に作

成したｅラーニング教材を示す。

図３ ２時間目に使用したｅラーニング

図４ ５時間目に使用したｅラーニング

ｅラーニング教材は「風車の作製と実験により電気を

作る」、「電気が何のエネルギーに変換されるか知る」お

よび「電気を貯める技術と中学校技術分野の関連につい

て知る」の４時間分について作成した。タブレットを使

用したｅラーニングを閲覧することで教師の指導を最小

限となり、問題を自分たちのペースで仲間と話し合いな

がら、解決することで内容の理解の度合いが向上すると

考える。児童がどこを閲覧しているのか迷った場合は必

ず最初のトップページの「授業の目次」に戻るボタンを

設置した。文字の大きさ、色、配置にも配慮した。

これまでの授業実践により、動画の資料が効果的であ

ることがわかっている。風車の作製手順および実験手順

について詳細な動画を作成した。ここで重要なことは、

動画の中に説明文を入れることである。作成した動画の

一部を図５および図６に示す。

図５ 風車の作製手順の説明

図６ 発電実験（回路の接続）の説明

使用環境はサーバーとなるノートＰＣを２台、無線

ルーターを２台用意した。これは、1 台のサーバーでは

動画等に一斉にアクセスするとサーバー側の機能が落ち

て、タブレットがフリーズを起こしてしまう可能性があ

中学校技術分野を考慮した小学校理科における授業実践
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るためである。タブレットは iPad を使用し、２名に１

台を用意した。２名に１台が適当と判断した理由は、附

属中学校においてｅラーニングを使用した授業実践によ

り、一人に１台のタブレットの使用では、生徒が授業の

進度に不安を持つことや話し合いなどができないなどの

不満を持つことがあった 6)。また、４名に１台では十分

に画面を見ることができない生徒や学習進度に応じた指

導ができないことがあったためである。さらに、イン

ターネットに接続しない環境を構築することで、児童が

他のサイトへアクセスすることを防止できる。

５．結果および考察

タブレットを使用した授業についてアンケート形式で

調査を行った。欠席等により有効回答数を 111 名とし

た。結果を図７に示す。図中において＋＋：肯定、＋：

弱い肯定、－：弱い否定、--：否定である。また、数値

は人数を表す。

図７ アンケート調査結果（タブレットについて）

問(1)はｅラーニングの文字や動画の見やすさについ

て回答させた。95 ％（106 名）の児童が肯定的に回答

した。自由記述でも、半数以上の児童が「動画があるの

でわかりやすい」、「何度でも見直せるのでよかった」と

あり、ｅラーニングの内容に関して作成意図を達成でき

たものと思われる。

児童が風車を作成している様子を図８に示す。タブ

レットをペットボトルの加工を行う治具のそばに置き、

ｅラーニングの動画を見ながら加工しているものである。

この行為は教師が指導したものではなく、児童の判断で

行ったものである。タブレットを使用する長所の１つで

ある。また、図９は動画を見ながら配線している様子で

ある。児童らは班内で話し合いながら作業を進めており、

コミュニケーションの一助となっている。

図８ 動画を見ながら風車を加工する様子

図９ 話し合いながら配線している様子

設問(2)は、授業内容に対する理解の度合いについて

回答させた。98 ％（109 名）の児童が肯定的に回答し

た。自由記述でも、設問(1)の回答と連動して「動画が

あるからわかりやすかった」、「自分のペースで理解でき

る」、「説明がわかりやすい」など半数ちかくの児童がｅ

ラーニングの内容から判断して、肯定的な回答をしたと

考えられる。

設問（3）は授業に対するタブレットの使用について

回答させた。93 ％（103 名）の児童が肯定的に回答し

た。ほとんど児童がタブレットを使用した授業は好評で

あることがわかる。今回、否定的な回答をした８名の児

童についてアンケートを詳細に考察した。この８名の児

童の設問(1)および設問(2)については、肯定的な回答
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をしている。３時間目終了時点での記述式の感想は「い

ろいろなことをしてとても楽しかった」、「実験機器など

工夫があり扱いやすかった」、「電気が好きではなかった

けれど、風力発電の実験をしてみて少し好きになれた。

次回が楽しみ」、「iPad の説明のおかげで作りやすかっ

たです」など好感のもてる内容であった。設問(3)は、

２時間目から５時間目までの４時間の授業についてタブ

レットの使用の可否を回答させたい意図であったが、児

童は４，５時間目の授業に対し、タブレットの使用の可

否を回答したものと思われる。特に、５時間目はエネル

ギーについてまとめる授業内容であり、タブレットによ

る動画の資料へのアクセスもなく、教師による説明が主

であったため、児童の一部が否定的に回答したと推測さ

れる。また、３名の児童が、授業中にタブレットでほか

のアプリで遊んでいる友人を見て、使い方に不快感を示

し、授業には使用しない方がよいと判断したと思われる。

これらのことより、タブレットの使用について小集団で

活動させる学習内容については、自分たちのペースでで

きることや繰り返し情報を得られることにおいて有効で

あるが、一斉授業の時は逆に児童の集中する方向が散漫

になる可能性があることがわかった。

本学習内容と中学校技術分野の関連性について回答さ

せた結果を図 10 に示す。設問(4)は「電気（エネル

ギー）という語句で学習内容が小学校から中学校へつな

がっているかとがわかりましたか？」では、95 ％

（106 名）が肯定的に回答し、また、設問(5)は「中学

校に入学して技術分野の授業に興味がわきましたか？」

でも同様に 95％（105名）が肯定的に回答した。

図10 アンケート調査結果（技術分野について）

技術分野に関する説明（図３参照）は 10 分程度で

行ったにもかかわらず、児童らは理解してくれたようで

ある。今回の授業は、児童らが中学校へ進学したとき、

基礎的な学習ととらえている。中学校技術分野のエネル

ギー変換に関する技術の学習は附属中学校では２学年で

行われる。その時に、小学校で学習した電気の利用につ

いて基礎知識や記憶していることなどについてアンケー

ト調査を実施する予定である。

６．まとめ

中学校技術分野の学習内容を考慮し小学校理科・電気

の利用の学習においてタブレットを使用し、ｅラーニン

グを活用した授業実践を行い、その効果について検討し

た。その結果、児童にはタブレットを使用するｅラーニ

ングについて動画が有効であることがわかった。また、

中学校技術分野の学習の一部の内容についての関連性を

理解させ、かつ、興味・関心を持たせることができた。

謝辞

この研究において授業実践を行った森央也君（現在：

鳥取県小学校講師）、森岡渉君（現在：広島県小学校教

諭）、武川翔平君（現在：広島県小学校教諭）に謝意を

表する。また、平成２５年度教育学部ＧＰのもとに行わ

れたものであり、教育学部長に謝意を表する。

参考文献

(1) 文部科学省：「小学校学習指導要領解説 理科編

平成 20年 8月」，大日本図書，p.59，2008

(2) 文部科学省：「中学校学習指導要領解説 技術・家

庭編 平成 20年 9月」，教育図書，p.23，2008

(3) 小学校理科 6年，学校図書，p.160，2013

(4) 技術・家庭 技術分野，開隆堂，p.96，2012

(5) 文部科学省ＨＰ,「教育の情報化に関する手引き」

検討案 第 3章 教科指導におけるＩＣＴ活用

(6) 森,大西,楠橋, 中学校技術分野における e-learning

を使用した授業実践の４年間の報告, 日本産業技術

教育学会第 56 回全国大会講演要旨集，p.163,2013

中学校技術分野を考慮した小学校理科における授業実践



104




